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は し が き

このレボートは，テヘラン近郊の典型的な村の構造を，

主に経済的側面からとらえ，かつ，ィランの地主の一形

態を明らかにする邸図をもってかかれたものである。 2

年 (1961年3月～1963年9月）の滞在の後半，筆者は，

ターレパパード村にて実態調在を行なっていたテヘラン

大学社会科学研究所の Safinejad氏の紹介でターレパパ

ードの地主を知り，以後休日ごとにこの村に赴き地主や

脹民に接した。ここでは，本格的調査を行なう、図ほ始

めからなく，村民と長く，また，親しく接することによ

り，普通の社会調査ではつかみえないものを知り，後日

行なう実態調査に役立てようと試みた。

イランの提業については， Lambton女史の Landlord

and Peasant in Persia以外にみるぺき研究の成果はな

く，また，•この杏においても村の経済構造を把握するこ

とは至難である。不十分な調査の結果をもとに， ラフな

報告祖をまとめたのは，これによって，いささかでもイラ

ン殿村の構造が朋らかにされればと忍ったからである。

なお， Safi氏は Talebabadと称する膨大な調在報告

宙の刊行を予定していることを付記しておこう。

ー 村の一般的概況

ターレパパード (Talebabad)はテヘランの南東30キロ

メートルの所に位僻している。 1962年現在戸数88,人口

398人 (1959年のセンサスによると341人），耕地面戟約

500ヘクタールを有しており， テヘラン州に屈する村の

平均人口307人（ただし1959年のセンサスによる），耕地

面積594ヘクタールと比較した場合，規校の点でほぼ典

型的な村ということができる。この村はイランで紋も一

般的といえる小地主所有村(KhordeMalekの村）であり，

さらに小麦，犬麦，綿花の生産を中心としている。テヘ

ラン近郊の一部の村にみられる小土地所有に基づく跛莱

類栽培を中心とした近郊晟村でも，また，近年イラン各
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地に出現しはじめた企業家的に経営される大股場といっ

た，いわば特種な類型に属す村でもなく，この地方に一

般的にみられる村の一つである。

この国の大部分を占める高原地方においてほ， 1is落は

大きな土堺にかこまれているが，ターレパパードもその

例外ではない。土朔の内側には，れんが製の地主の家，

泥製の村民の住居，羊，牛などの家畜小屋，地主の倉印，

モスク，発涸所，公衆風呂，公共水汲み湯などがあり，

すぺての村民はここで生活している。この大土那の外に

は，土塀でかこまれた投焙所，呆樹園などがあり，これ

らのほかに500ヘクタ9ールの耕地が延々と広がっている。

以上のように，この村の漿観もイランの一般的な村のそ

れとは変わらないのである。

ターレパパードはテヘラン，レイ市，またヴァラミン市

に近く，これらの語都市への交通の便に恵まれている。

すなわち，ヴァラミン市，レイ市へは，パス，乗合タクシ

ーの便が頻槃にあり（両市までタクシーで約15分），さら

にテヘランヘはレイ市よりパスが通っており（約15分），

これらが，この村近辺の村民の主要交通機関となってい

る。

この村は先にも触れたごとく，小地主所有村であり，

現在8人の地主によって所有されている。すなわち，前

王朝 Qajar朝のときに， Falah氏が王室渕係者より購入

し，村の開発経営にあたった。かれの死後，この村はイ

スラーム法に基づき 6 人の息子と 2 ・人の娘I•こ，それぞれ

2: 1の比率で分けられ，現在はこの8人のものによっ

て所有されているのである（イランでよくみられる，

Mosha型の村である）。追産相統に際し，土地は相統権

者問で細分分割されず，共同で所有され，その収入を各

人の shareに応じて配分するという形がとられている

紐 1)。

8人の所有者は，村を兄弟のうちの 1人に 3カ年契約

で leaseし，借地人より年70万リア）レ (350万円相当）

の地代を得ている。この地代は 8人の地主によって，男

2:女1の割合で配分されることになるのである。 （す

なわち，男の場合10万リアル，女の場合5万リアル）。

はじめは長兄が借地経営していたが，ついで， 3男の

Q氏がなり，末弟のA氏が成人するにおよんでQ氏は近

隣の Qomiabad（モスク所有村）の借地人になり，現在

はA氏がこの村を経営している。

A氏以外の7人の地主は，農業生産，村落経営に対し

てなんらの役割も果たしておらず，すべての生産に必要

な資本は借地経営者たるA氏によって提供され， 7人の
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地主は，完全な Rentner地主となっている。

（注 1) この村の場合，所有者は兄弟であるが，そ

うでない場合ー一むしろそのほうが一般的ー―ーには，

所有者は経営を 1人の代理人に委任し，代狸人によっ

て集められた小（乍料を，所有の shareに応じて記分し

ているのが普通である。また，このような村はきわめ

て多く［イランでは一般的である。

II 農業生産のメカニズム

1. 主要生産物と CroppingSeason 

この村の耕地而戟は約500ヘクタールで，その40％を

占める200ヘククールが休閑され， 300ヘクタールが作付

け地となっている。

1962煤棠年疫における主要作物は，小麦・大麦・綿花・

既莱類・牧草などで，それらの作付け而軟は次表のごと

くである。

作 物 I哀芍門，悶＼百分比 (%) 
小 公: 130 43.3 
大 安 40 13.3 
綿 花 80 26.6 
班 菜 頚 39 13.0 
牧 1,'i. 11 3.8 

lll・ 300 100.0 

すなわち，穀類生産が60％近くを占め，商品作物たる

綿花がそれに続いている。

小安・大麦は秋播きであるが，ここで筒単に各作物の

Cropping Seasonについて述べておこう。

小麦・大麦の場合，耕転は10月末から11月に行なわれ，

11月末から12月初めにかけて播種される。ついで， 4月

から5月の初めに潅漑され6月に表刈りが行なわれる。

麦栽培のために土地が利用されるのは8カ月問であり，

また収穫期を除いて，大きな労拗力を必要としない。一

方，綿花は12月末より 3月末までに2回の耕転と 2回の

細耕が行なわれ，ついで播狐される。 5月末より 6月中

には，除草が3回ほど行なわれ， 6月末より収穫の始ま

る8月末までに潅漑がなされる。収獲は8月末より12月

末頃まで4カ月ほど続いている。すなわち，綿花栽培に

は年に12カ月にわたる労隙が必要となっている。

2. 土地利用形態と生産関係

つぎに，作物はいかなるシステムで，生産されている

のであろうか。作物ごとに耕作形態が若千屎なっている

ので，個々に述ぺてゆこう。

まず，全作付け地の82％を占める小央，大麦，綿花につ

いてであるが，これほポネ制によって生産されている。

ゴルガン地方ならびに米が主要作物であるカスピ海沿

洋地方においては，小（乍人と地主との問に個々に小作契

約が結ばれ，小作人は自己の所有する耕牛などの生産手

段でもって，一定の小作地において耕作している。しか

しこれらエルプルズ山脈以北の地方以外，すなわち，ィ

ランの大部を占める地域において個々に小作契約が結ば

れるのは一般的ではない。作付け地はいくつかのプロッ

ト—柑tf乍単位—に分けられ，・各耕作単位に一定数の
股民が配屈され，•これら一群の農民が協梁によって腿業

生産にあたっている。

耕作単位はその規狡，呼称に地域差が顕著にみられ，

たとえば2人の設民で構成される ]oft,いくつかの ]oft

が一つの単位をなしている Sahara,それにポネなどがあ

る。

テヘラン近郊の村においても土地はいくつかの耕作洋

位に分けられ，それがボネ (Bone)といわれている。ポ

ネの規模は 1日24時問で潅漑しうる土地面梢となってお

り，その村のカナートの数，水の批などによってその面

甜に差がみられ，また，ポネに配屈される農民の数も変

わってくる。

クーレパパードにおいては，毎年8月22日（イラン｝笞

Shahrivar 1日）に，借地経営者たるA氏がその年の作

物，｛乍付け面戟，作付け地などを決定する。そして，小

麦，大麦，綿花の作付け地を九つのプロットに分け，そ

れぞれのプロットを組み合わせて一つのポネとしてい

る。すなわち，この村には九つのポネがあるが，各ボネ

はそれぞれ小麦，大麦，綿花畑を含んでいるのである5
8月22日に，ポネ区憫がなされたのち，ボネに拗く晶

民が決められる。まず借地経営者は，村民の中より信頼

のおける比較的農耕技術を有した農民9人を選び，各ポ

ネの衣任者の地位に任ずる。 Auyarと呼ばれるこれら衰

任者は，地主立ち合いのもとにくじ引き (Peshek,また

はQolehk邸hi)を行ない，ここでそれぞれの担当するポ

ネ地が決められる。ついで， Auyarのもとで勝<5人の

農民 (Barzegar,Zare'. Raiyatなどといわれる）が決め

られるが，この決定権は Auyarにある。 Auyarはチー

ムワークも考え，村民の中より 5人を選び，ここにボネ

tこ慟く 6人のメンパーがそるうことになる。

この 6人の此民が一つのボネで共同作梁をし，晶業生

庶にあたるが，かれらはなんらの生臨手段ももたず，た

だ労｛f加のみを提供するにとどまっている。すなわち，耕

転は村内に住むトラクターの CustomWorkerによって

なされ，賃耕股は借地経営者が負担している。また，種
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子，綿花に与えられる）IE料なども経営者がこれを提供し

さらに促耕に必要なクワ，シャベル，など小農具もボネ

ごとに一定数のものが経常者によって供給されている。

ポネ・メンパーは，これら経営者より与えられた生産

手段でもって，経営者の監普指抑下に，完全な協業を行

なうことになる。協業が原則であるので，ポネ・メンバ

ーは同一批の労拗を行なうことになっているが，一時的

な病気などの場合，若干休むことは，かれらが相互に認

めあっている。ただ，病気が長期にわたるような場合に

は，し自己の負担で代理を選び，かれにポネ内での労檄を

代わってもらうか，もしくは，経常者との問でそれまで

の滸筑をし，ポネより脱退しなくてはならない。ボネ内

での労釉は，メンパーの協業によっているので，家族労

拗の参加はみられない。

ボネ内における労拗はポネ・メンパーによってなされ

るのが建前となっているが，麦収穫期，綿花除草期，綿

花収殴期など農繁期には，臨時屈い労｛翡者の郡入がみら

れる。労拗者の屈用は経営者の判断によってなされる

が，上記の低緊期には多凪の労！蒻力が臨時に尊入される

ことが習恨となっている。この場合，労｛蒻者の労賃は経

営者とボネ・メンパーが折半負担している。

農業労ifりはすべて経営者によって監普・指揮される。
経営者の命令は，その下士官的役割を果たす Mohasher

を通して Auyarに伝えられ，ついで，ポネ・メンパー

に伝えられる。 Mobasherは Kadkhodaとも呼ばれ，

股事作業についての指揮，また実際の此作業を監督する

のがその役割となっている。

ボネで働く農民は，経営者によって土地．．水，農機具，

種子，肥料など生産諸手段，それに住宅を提供され，経

営者の指揮・監督のもとに禍いているが，この種批民も

カスと°海地方などにみられる純粋な小作人と区別される

ことなく，分益小作農と称されている。しかし，かれらは

なんらの生産手段も提供していないのみか，作物選択の

自由も，また労慟そのものにも自主性がなく，完全な批

業労働者といわれねばならない。ただ，後に述べるよう

に，収樅物は麦の湯合股民3分の 1,綿については2分

の1の比率で経営者と盛民の問で配分されているが，こ

れは，労懺の報酬が sharecropping制によって支払わ

れているにすぎないのであり，かれらは実質的にはshare

cropper的貨労働者なのである。

綿花・小麦・大麦などは上に述べたように，ポネ制に

よって生産されているが，脱莱，牧草，果樹固について

は，ボネ制が適用されていない。
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祓菜類生産は， 1959年に始められた。経営者はレイ市

より疏莱栽培の技術を有している』姜民3人を屈い，かれ

らと労僑契約を結んで，その生産にあたらせている。こ

の場合も，耕転は経営者が行ない，クワ・スキ，種子・

肥料，水，住宅などすべて経営者が提供し，かれら 3人

の股民は労拗のみを提供している。貨金支払いはポネ1、こ

おけるそれと同じ形態をとっており，生産物が経営者に

よって販売されたのち，その阪売代金が経営者と農民と

の問で折半されている。

果樹闊は比較的古くより経営され．ザクロのほか，ポ

プラが柏えられている。この場合，経営者は村内より 2

人の製民を選び，かれらと文害による 5カ年問の労慟契

約を結んで，生産，果樹園の管理にあたらせている。

労貨支払い形態も，前記荻菜園労励者の場合と同じく

売り上げ金折半の方式がとられ，またすべての生産手段

も経営者が提供している。菜園労釉者，果樹園労働者と

も，労拗はすぺて Mobasherを通して経営者によって指

抑監督されていることは，ボネの場合と同じである。

耕転手段とともに，重要な生産手段の一つである水で

あるが，ターレパパードにおいても他の村と同じくカナ

ート（地下潅漑洲）によって供給されている。カナート

についてはこれまで数多くの人によって紹介されており

ここに再度説明する必要はないと思うが，あえてその構，

造を筒洋に説明しよう。

まf．山のふもとに伏水として流れる水を掘りあて（こ
れが母泉 madarchahとなる），ついで15~30メート）レ

問隔で堅穴を掘ってゆく。これらの堅穴はゆるやかな鋲

斜をもった横穴で結ばれ，これが地表に現われて開汲

(mazhar)となる。ついで，これがいくつかの水路で村内

の公共水汲み場，耕地に郡かれてゆく。

この村には二つのカナートがあるが，これらは現所有

者の父によって掘られたものである。このカナートは比

較的水址に恵まれ，母泉の深さも27メートルと浅く，ま

た母泉より1用渠までの距離も15キロ、メートルくらいで非

常に短い。堅穴はその構造上l卸炭しやすいが， 1962年に
はレンガ性の枠 (kaval)をやく照を作り，この kavalに

よって堅穴を補強している。

横穴には土砂がつまるので，毎年部分的に修復が必要

であり，井戸掘り戦人たるモカーニ (moghani)が屈われ

ている。

カナートの修復に要する股用は，すべて経営者の負担

となっているが，水路保持はポネ労拗者など農民の負担
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となっている。

ボネに対しては 1日単位でポネごとに，作物別に水が

配分されるが，配分の頴序は経営者によって決められ，

これが mobasherを通してポネi'i:任者たる Auyarに伝

えられ．潅親が行なわれる。

耕伝はすべてトラクターによってなされ，賃耕代は経

営者が負担していることは前述したが，ここで主要な生

産手段の一つであるトラクターについて言及しよう。

経営者は以前多くの耕牛を所有していたが，それらを

売却して2台のトラクターを1956年に購入した。

Gorgan地方の大股場においては， トラクター，コン

パインが経営上の必要性より森入されているが，この村

の場合には，労機力の不足，また，放牧地難による耕牛

の飼育難などがトラクター耕転を必要ならしめたわけで

はない。それは上記のような要因によってではなく，経

営者が深耕による生産増を期待したのと， トラクター愉

入業者の宜伝，また近隣の村における地主によるトラク

ター耕伝の採用の影密などが，インセンティプとなった

と考えられる。

トラクターの迎入前後において，（乍付け面戟‘・ポネ労

働者数などに変化がみられず，また，経営形態になんら

の変化も認められず，ただ耕伝法における変化のみにと

どまっている。

導入後， 2年問，経営者がトラクターを所有し，これ

で耕転していたが，っいで当時のトラクター迎転手にこ

れを売却した。トラクターを所有しえた巡転手は，経営

者の支配より脱し独立経営体として CustomWorker IC 

なり，ターレパパードの全作付け地をはじめ，近隣の村

の賃耕を始めた。

すでに述べたように， トラクターの蒋入は経営面で基

本的な変化を招来しなかったが，ただいくつかの小さな

変化をもたらした。すなわち，以前ボネのメンパーは耕

転に貰任をもつものと，潅漑係の二つのグ）レープに分け

られ，協業に基づく分菜が行なわれていたが， トラクタ

ーの導入後その必要がなくなり， 6人のメンパーによる

完全な協業が行なわれるようになった。また，以前，耕

牛用のスキなどの修理を行なう鍛冶屋 (Ahangar)が村

にいたが，牛耕の廃止に伴い Ahangarが不用になった

ことなどがあげられよう (Ahangarには経営者より現

物，現金による年俸が支給されていた。なお，現在は，

祖労拗者となっている）。

3. 耕作法

麦・綿花の耕転は，すでにみたようにトラクターによ

ってなされている。綿の播稲は平板な土地に行なわれる

のではなく， 30センチメートルほどの高さのウネを作り

そこに播かれる。これには相当砒の労／fりが必要とされる

が，すぺてポネ・メンパーの手労励によってなされる。

発芽後には潅漑， 3回にわたる除草が行なわれたのち収

樅されるが，このうちポネ・メンパーだけでなされるの

は潅漑のみである。除草・収樅は 6人の労儀力では行な

いえず，臨時屈い労励者が雁い入れられる。すなわち，

他地方より季節的に移動してくる労慟者群に諮負甜IJによ

って除雄作業がまかされ，ボネ・メンパーはかれらを指

郡・監悟して作業を進捗させている。また，収穫期には

村内の失業者や婦女子，また，村外よりの労鋤者が屈わ

れ，これら労慟者とポネ・メンパーによって綿つみ作業

が行なわれる。この場合の労負はでき高制によって支払

われている。

麦の場合，綿ほど労勁集約的でなく，必要な作業は耕

伝，｝爵種，潅漑，収樅のみである。そのうち，ポネ・メ

ンパーのみによって行なわれるのは播種，潅漑で収穫は

Dcrougarと称される臨時屈い炎刈り労磯者によってな

される。ポネ・メンパーは，この場合麦刈り労拗者を監

督するほか，刈り取られた小麦を小麦畑内に設けられた

打穀場まで運搬する。刈り取りの数日後に（な， トラクタ

ーによって脱穀が行なわれ，そののちに打殻場において

ボネ・メンパーと経営者1h1で収穫物の配分が行なわれる

ことになる。

安刈り労働者の労貨は，篇＇Jt負制によって支払われるの

は除革労慟者の場合と変わらない。

労貨はでき麻払いにしろ，諮負制により，その負担は

経営老と農民とで折半することになっている。

つぎに，季節移動労働者の出稼ぎ型態について略述す

る。

この村が受け入れている季節労拗者は，綿花栽堵にお

いて主要な労拗の一つである除草，麦の栽培過程で最も

労慟力を必要とする収拶過程に採り入れられ，ポネ内労

慟の相当大きなウエイトを占めている。

耕地面耕に対し労拗力が不足している村では，短期間

に行なわねばならない麦刈り期に労拗力の不足をきた

し，また，地域差によって収穫期にずれがあるので，麦

刈り労慟者群の移動がイラン各地で相当活発にみられ

る。とくに，近年水不足によって耕作しえなくなった所

があり，これらの地方からの移動がはげしくなっている。

ターレパパードでは， 1963年に幾組もの麦刈り労働者

群がはいっているが，その流出先は Hamadan,(370キロ
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メートル）， Khorasan(800キロメートル）， Shiraz(900 

キロメートル）など，相当遠方に及んでいる。

また，出稼ぎ形態もそれまで見られた収穫期のずれを

利用した短期問の出稼ぎというよりは，むしろ水不足に

よる耕地而稼の狭少化によって生迎よりはみだされた股

民が移勁労拗者化しているのが，近来のはil;，Jでおる。

たとえば， Shirazグループ(Shah-Reza郡）の16人は，

1962年には出稼ぎに出ていなかったが， 1963年には水不

足で此耕しえなくなり，やむなく臨時屈い労飯者として

仕事を求め各地を移動するようになった•O

かれらは 4月より 7月までの予定で出稼ぎに出，テヘ

ラン近郊の村で臨時雁い労拗者となったのち．この村に

来たもので， 7月に Shirazにもどってからも，他の地

方にふたたび出稼ぎに出ることを計画している。また，

khorasanグループほ，土地改革法の滴用をうけ土地所

有者となったが，配分をうけた土地は非潅漑地で耕作し

えず，ために3月下句よりテヘランに米て，工場の日）id

い労慟者， レイ市において大工仕事などをしたのち， こ

の村に来て麦刈り労｛勅者となったものである。かれらの

楊合にも 7月にもどる予定をしているが，ついで他地方

への出稼ぎをもくろんでいる。

また，綿の除碓労拗者のJ易合にも，火刈り労佛者同様

かなり遠方より来ており．さらに股閑期b)みの出稼ぎと

いうよりは，機能的に移動労働者化している場合が多く

なっている。

これら労傲者は経営者と直接交渉し，仕事をうる場合

もあるが，仲介人を通して屈用の機会を得ているのが将

通である。すなわち，いく・組もの労慟者群を支配下にお

き，かれらに仕事を周せんする深者がおり，かれが労働

者より手数料（約10分の 1に相当）をとって，地主（経

営者）に労佛者を紹介している。この村に来たいく組も

の労慟者群の中でも， 2~3人の少数グループで来てい

る khorasan組を除き，すぺて仲介商人を通してこの村

にはいってきている。

4. 生産物の分配と農家経済

1961, 62年とも，収殴につ・いての正確なデ・ークをつか

むことはできなかったが，ポネごとのliflき取り，その他

より判断して小火の場合には播稲批の約20倍の収樅があ

げられていると考えられる（注2)。

小麦の播種紐はヘククール当たり 115キログラム弱で

あるから，収樅は 1ヘクタール2.3トンになる。また，綿

花はヘクタール当たり2.4トン (8kharvar)くらいと推

察（庄3)されている。
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さて，ボネで生産された小麦・大麦・綿花は，形泄上

は cropshareの形をとり，経営者とボネ・メンパーの

間で配分される。すなわち，前述のごとく小麦・大麦の

場合には収樅の 3分の 1,綿花は2分の 1がポネ・メン

パーの取り分となる。これよりメンバ—•の半額i雑担とな

っている煎用労働者の労貸が差し引かれ，それが6人の

ポネ・メンバーの問で均分される。麦の場合には，現物

で打殻場において，また，綿花については経営者が綿の，

阪売後現金で支給される。

以上のような方法で生産物が配分されるのであるが，

それが crop-share的であることより，経営者とポネ・

メンパーは地主・小作関係にあり，また地主の取り分は

それが小作料であるといわれてき，またそのように理解

されてきていた。しかし，われわれがすでに認知したよ

うに，ボネ・メンパーはなんら生産手段を所有していな

いばかりか，作物選択の自由も，此事作業の而での自主

•独立性もなく，完全に経営者側の指示によって労働の

みを提供しているにすぎないのである。かれらは皮相的

に小作人(Iりであるようにみえるが，実質は定iliの労倣者

にすぎないのである。

収樅後，形としては収樅物が両者で兄分されるように

なっているが，それは梁紹給的な臨味をもった歩合給と

なっていると考えるべきであろう（注4)。

では，個々のボネ労懺者は 1年間の労渦の代飢として

どのくらいの所得を得ているのであろうか。一つのポネ

(Bone M)を例にとってみよう。

このポネの作付面戟，収穫，労貨負担額は次表のごと

くである。

1播種地面戟 労貨11担額•一（ヘクタール）l収穫（卜？」Lしヱ立
小安 16 I 39 
大麦 8 '24 } 10,000 
綿花 6 I 9.6 I 3,ooo 

これより計符すると， 1人のポネ労励者が受け取るの

は，小炭2.17トン，大麦1.33トン，綿533キログラムと

なる。．今，これを1キログラム当たり小麦6リア）レ，大

安3.3リア）レ，綿花14リアルとして！怜なすると，総額2

万4853リアルとなり，これより労賃負担分の個人負担額

2166リアルを差し引くと， 2万2687リアル（注5)となる。

これが，ボネで1｛かく此民（庄6)の年間総所得となる。

ボネ・労働者などの殷業労働者，社会的機能を果たす

労勁者などは，小麦収稜後の 2カ月を除く， 10カ月11il,

経営者より滉物・現金による前貸しをうけている。小麦

は毎月90キログラム（これは5人家族の 1カ月の泄収批
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に相当する），現金が200リアル（無利子）与えられてい

るが，これも労賃支払い期に決済される。

村内には 2 軒の店舗があり，村民はここでI~, ill!など

の食料をはじめ，生活必fli品を購入（注7)するが，この場

合現金取引が行なわれることは少なく，店が発行してい

る金券 (mohre)によるか，または掛買いをしている。

これらの買掛金は，収樅jU]後に現金もしくは現物でi{f

邪されるが，一般にかれらの負し't額は所得に比し多額に

逹しており， i‘-l{ltが翌年度にもちこされるケースがきわ

めて多い。例をあげると，ある労慟者は綿花より 1万リ

アルの収入を得たが，そのすべてを買掛金の返済にあ

て，さらに4000リアルの負依を残している。別の例では

8000リアルの現金収入のうち， 6000リアルを店への返済

にあて， 4000リアルの負偵が残っている。このような例

はけっ，して例外ではなく，ほとんどの農民が店舗への奴

伽こ苦しんでいるといえよう。

ここで， 1此家（ポネ労佛者）の収樅物記分11!｝におけ

るラフな収支計坑をすると，つぎのようになる。

..一・ーー・ー・.・--・・.一・・
収入

現

況

物（小麦）1,500kg
（大安） 450kg 
金（綿花）8,000Rls

I -ー一 支 Ill 

地主への小炭前借返済900kg
地主への現金前1柑返済2,Q_OO

Rls 
店舗への1Ult返済 6,00QRls
（ク't.u't残額 4,000Rls) 

すなわち，収樅後においてわずかに，大炎450キログ

うムと小麦600キログラムが手中に残るにすぎないので

ある。これが，村内でも経済的に比較的、Tはまれたポネ労

拗者の例であり，下附農家の楊合には，さらに劣悪な経

済生活を強いられているのである。

労f:WJ者推定年liij所得
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5. 農業経営の多角化

経営者はボネによって小麦・大麦・綿花を生産するほ

か，近年その経営を拡大し，祓菜栽培，投賂などを行な

いはじめた。

クーレパパードはイランにおける故大(})卵梢'111.地であ

るテヘランを hinterlandとしてもつという布利さによ

り，経営者は4年前に3000羽ほどの・it}を収用しうる投沿

所を作り，直接経営を始めた。

投郎の経験をもたなかったが，経験者より指郡をうけ

るほか，珀保混用に新たに自家発瑶所を作るなど，相当

活発にその経常に乗り出した。

労働力は村内外より調逹し，現在4人の追珀労佛者が

年契約で働いている。 4人のうち3人は月給1iijで，月

1350~1500リアルの現金と60キログラムの小炎が給付さ

れ，残る 1人は日給40リアルを得ている。かれらの所得

は年に約2万リアルから2万2000リアルになっており，

まずポネ労拗者なみの待述をうけていることになろう。

日々の workroutineのほかの労慟の指示は，経営者に

よってなされ， Mobasherを通してかれら労働者に伝え

られている。

このように，経営者が従来の伝統的作物，耕作法のみ

ならず，新たに践深栽培，投珀などに営利の目を向けは

じめたことは，まず注目に値しよう。

（注2) イランでは， t番ififJ：の倍数で収稜？品が示さ
れている。

（注 3) これらの数値は，イラソ・平均の小麦1.22ト
ン／ヘククール，細花0.92トソ／ヘククールをはるかに

上回っているが， これは地カ・水のflt・経営老の生脱
に対する、欲，などに起囚するものと考えられよう。

（注4) 滸ち秘拾いの権利はだれにでも与えられて

いるので，村内の下附設家の落ち穂拾い作業が甜i
箸にみられる。また，これら落ち穂を追って移勁

する落ち穂拾い労働者群も見られる。

（注5) イランの 1人当たり国民所得は， 1万1427

リアル (152ドル）と推定されている（出所： Estimate

of nationnl Income of Iran 13'57 (1958) Penn Orgn・

nization)。
（注6) 家族（村に 1人以上のポ＊労働渚がいる場合
には，所得は2倍になる。

（注7) 村外からくる行it,Ii人より，物々交換，現金

購入などをする場合もあるが，このウエイトは低い。

III 社 会 構 成

640 
この村には，性格的に異なる 2稲の附屈がある。すな

わち，ボネ労燐者，他の此業労拗者など経営者の支配下
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にあり経済的に独立していない陪と， トラクター貨耕粟

者，店舗所有者など，経営者の直接の支配をうけない独

立的経営体をなしているものとの二つである。本章で

ほ，これらの階翔の中における構成分子を戦掌別，機能

別に説明し，ついでこれら階翔間の支配関係に触れるこ

とにする。

I. 労働者諸階層（非独立的階層）

(1) 生産的機能を果たす語階屈

(a) ポネ労鋤者 (Barzegar) 54人

この村の主要生産物たる麦・綿花生産にたずさわっ

ている Share-cropper的労枡力者で， 88家族より54人が

これに配属されている。賭I楷囮の中で設も大きなグ）レ

ープを形成しており，正確な労働人口は不明であるが，

総労働人口の約半分を占めると考えてよいであるう。

(b） 伐渫園労鋤者（Sabzikari) 3人

3年前に経営者が始めた説菜栽培に従事し，収樅物

より shareの形で労賃をうけとる労働者である。こ

の戦掌では栽培技術が要求されているので，他の戦掌

とくらべ，労拗者の固定化がみられる。

(c) 栄樹園労働者 (Baghban) 2人

5年問にわたる労鋤契約によって，果樹園労働を行

なうもので，前記松莱園労働者とはytなり，特殊な技

術を要しないため，村内の此民よりあてられている。

(d) 汲賂労働者 (Morghclari) 4人

設冗；~所に働き，月給制による定額負金を受け取って
いるが，労鋤JVJI用に固定制がなく毎年そのメンパーに

は変動がみられる。

(e) 牧蹄 (Chupan) 3人

経営者は500頭ほどの羊を所布し，また村内にも，．

羊所有農家が数戸あり，村内で総数600頭ほどの羊が

いる。これらの羊は昼問特定のものにまかされ，かれ

らが村内外の放牧の枇話をする。これが牧童で，この

村には3人いる。かれら牧童は，村内の少年，もしく

は，下燈此家より選ばれるのが常である。また羊所有

者は， 1頭につき月 5リアル (600頭で3000リアル， 1

人1000リアルとなる）支払うことになっている。

(f) 牛飼い (Gavcheran)° l人

羊と同じく経営者の所有する牛をはじめ，村I村にい

る30頭ばかりの牛は，牛飼い労枡説者にその放牧が委託

されている。かれも，牧旅と同じくこの村の最底辺tこ

屈しており，老人がこれにあたるのが常となっている。

労貨も前記羊の場合と同じく，悌月 1頭につき20リア

ルの割で支払われている。
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(g) トラック巡転手 2人

1962年に経営者は 1台のトラックを隊入し，迎転手

を1人6000リアルの月給で屈用した。もちろん，村内

には迎転能力を有するものはなく，近くのレイ市で迎

転手をしていたものが屈われた。

また，その助手として，ポネ労｛珈者の息子が月給1800

Rlsで屈用されている。

(h) 発砥機係 (Motorche) 1人

1962年に，汲鶏所の保湿用，経営者の自家消1,{，村

落内の街灯用として，発爾機が郡入されたが，発両機

係として村外より 1人の労鋤者が屈い入れられてい

る。発爾は日没後より深夜12時頃まで行なわれるのみ

で，この時問内の労鋤をすればよいことになってい

る。日給制で労貨が支払われており， 1日45リアルと

なっている。

(i) 失梁者 (Amaleh) 約20人

年貶初めに経常者よりなんの仕事を与えられなかっ

たもので，その正確な数値を把握することはできなか

ったが，比較的多く，約20人くらいに逹するものと椎

定される。かれらは労働の質も低く，村内で最も底辺

を形成している。定戦はないが，ポネ，祓莱園などで

臨時に労鋤力の必要が生じたときに，日屈い労働者に

なり，生計を維持している。ボネ労働者でも先にみた

ように，低所得にあまんじているが，かれら失業者は

それ以下の生活をしいられている。

(2) 社会的機能を呆たす諸階翔

(a) 公衆浴場係 (Hammami) 1人

この村には地主が建てた風呂があり，そのtli抽と風
呂たきを行なわせるために， 1人の村民があてられて

いる。浴場は毎日午前10時より午後7時までlJf」放され

ており，村民が何時でも利用できるようになっている。

利用者は男の場合 1人につき年問22.?キログラム(})

小麦と，同紐の大麦（両方で210リアルに相当する），

女は 1回の入浴につき 5リアル，もしくはパン 1個を，

浴場係に支払っている（親の助けなくして入浴しうる

子供は無料）。

燃料は動物の糞砂涙に生えている潅木，草頻など

が使われるが，これらを集めるのも浴揚係の政任とな

っている。

浴場係も年度初めに経営者が決めるが，一応，経験

のあるものがあてられるのが普通である（現浴場係は

昨年ポネ労傲者であったが，その父は長く浴場係をつ

とめており，今も父が助けている）。
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(b) r~番 (Darbazeban)

村民の住居は大きな土堺によってかこまれているこ

とは，すでにのぺたとおりである。これに家畜専用と

村民専用の二つの門があるが，このI11]の淵閉を行なう

門番がおかれている。経営者よりは給料が与えられて

いないが， rりを利用する者から月に 5リアルずつ徴収
しているほか強恋労拗者も兼ねている。

(c) モスクの｛曽侶 (Mollah) 1人

ここには1916年に前地主によって建てられたモスク

があるが，そのときに地主が Balchestan地方より招

いた倣侶が，現在もこのモスクの mollahとなってい

る。 mollahは毎日の 5回のお祈りのほかに． Mohar-

ram, R;・mazanなどの宗教行事を勤めている。かれは

経営者より月に 1800リアルの現金と 75キログラムの

小麦を手当として受け取っているほか（総額1950リア

ル相当），村民が適時出す布施がその収入源となってい

る。

(d) 産婆 (Mama) 1人

平常日屈い労働を行なっている 1人の謀婦が，産婆

の役割をも果たしている。産婆は村の正規の職学では

1人

夕 レノゞノゞ一

なく，経営者より支払われていない。

この村には上に列挙したような諸戦掌があり，これら

に一定数の村民が配屈され，村の生産活動，社会的機能

が果たされている。これらの撒非への配屈は，果樹園労

働者， トラック迎転手， Mollahなどを除き，毎年年度

初めに経営者によって決められている6経営者は各人の

能力のみを評価して決めているので，労働の質の悪いも

の，怠惰，不誠実なものには戦が与えられなくなってい

る。職掌による労働者の固定化はなく，労拗者自体の能

力によって，上昇と下降の現象が起こっている。図は

1962,63年の問におけるその変化を示したもので•あるが，
これによっても毎年戦掌間にはげしい移動のあることが

明らかであろう。..

村内でも経済的・社会的に高い地位にある Dashteban

がその地位を失して下降し，工場労働者化し，その後任

にポネ衰任者の 1人が昇格していることと，村外からの

流入が比較的多いことなどは注目さるぺき移動といえよ

う。

2..独立経営体

(a) 店仰経営者

ドの社会構成
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すでに述べたように，この村には 2戸の店舗がある。

この経営者たち同様に地主所有の泥製の家に住んでい

るが，他の村民のごとく無料でなく，月 6001)アルの

家貨を支払っている。

油，砂糖などの食料品をはじめ，衣料，その他の生

活必術品を，テヘランの 3割高くらいの価格で売るほ

か，掛売りなども通して，その経済力を大きく仲張さ

せており， ト.ラクター負耕者とともに，経済力におい

て他の村民とは大きくかけはなれている。ターレパパ

ードには， Meccaに巡礼したもの (Haji)が2人いる

が，かれら店舗経営者 2人がその Hajiであることか

らも，経済力の一端がうかがえよう。

かれらの経済力はきわめて涸<,•また Haji ~ま普通

は芍敬されているのであるが，村民の問では社会的に

けっして高く評価されていないのが実状である。それ

もかれらが伸張したのは直接村民よりの収奪を通して

であるという村民の一般的惑俯に起因しているからと

考えられよう。

かれらのうちの 1人は，比較的古くより，すなわち

煎地主経営下にあったときより，この村にて店をもっ

ていたが，他の 1人がこの村に来たのは古いことでは

ない。かれはもと Esfaban地方の村で店をもってい

たが，たまたま，その親戚にあたるものがこの村で

Mobasherをしており，かれの紹介でターレパパード

で開店した。

(b) トラクター貿耕業者 (CustomWorker) 

この村に 2台のトラクターが賃耕業者によって所有

されていることは，すでに述べたとおりである。

この貿耕業者は以前，近隣の CbalehTarkhan村

にいたが， 9年前 (1954年）に父（ポネ労働者）のも

とを去り，ターレパパードにてポネ労働者となった。

ついで当時の経常者にその才能を認められ20代の青年

であったにもかかわらず，ズ村後2年 (1956年）にし

て村民の中で最も高い地位にある Mobasherに選ばれ

た。そして，経営者の陪入したトラクターの運転手も

兼ねるようになった。かれが兼任するようになったの

は，軍隊時代に修得した技術がかわれたものと思われ

る。 1958年には経営者が195辟Fに購入したトラクター

を，弟と近親の宵年との 3人の共同出究で買い取り，

Mohasherをやめ完全に独立した CustomWorkerに

なった。経営者より購入したトラクターはその後使用

しえなくなり， 1960年には AgriculturalMachinery 

Development Bongah (Plan Organization)のローン

IOO 

(4年年賦）をうけ， 2台のトラクター (1台は75万

リアル，他は中古で52万リアル，ともに75HP)を新た

に購入した。

最大の出資者であり， リーダーシップを握っているこ

の業者自身は，迎転などの労！動をいっさい行なわず，そ

れらは他の 2人の共同出査者と， 6人の助手（うち2人

は村内の行年，他は村外より）に行なわせ，本人は経営

者的になっている。

機械化の中心地 Garganでは，このような小経営者に

よる機械の過剰浮入，それに伴う没落が始まっているが，

テヘラン近辺ではまだトラクター密度が小さいので， ト

ラクター業者問の競争も少なく，また逆にかれらに対す

る稲要が高まりつつあり， CustomWorkerは経営に成

功している場合が多い。この村の CustomWorker tt, 

ターレパパードの 300ヘクタールのほかに，近隣の Go・

miabad, Chaleh Tarkhanなどでも貨耕を行ない，かな

りの貿耕毀収入をあげ，その経済力を伸展させている。

（ターレバパードのみで年に44万リアルの貨耕骰収入が

ある）。

・かれは伸びつつある経済力，教育などを背飛に村内に

おいて Mobasherよりも高い，社会的・経済的地位を

保っているが，同じ独立経営体で経済力の点でも強い力

をもっている店舗所有者，また，他の村民と比較した場

合，その地主，経営者に対する態度が対等的であるのは

きわめて特徴的である。また，現在このように高い地位

にあるが， 10年前には社会の底辺に位既していたことも

特部されるべきであろう。このような短期間における上

昇，また下降の現象は，けっして例外的事例ではなく，

他の分野においてもみられることである。村には前近代

的な雰意気がただよっていながらも，いわゆる封建的な

社会的規制がなく，さらにイスラームの乎等意織も援因

して，このようなことがなんらの社会的抵抗なく可能と

なっているのである。

(c) 工場労働者 3人

•特徴的なものはこの村に住む 3 人の工場労傲者であ

る。かれらは地主所有の家に住み，近くの Reyの町

にある工場に勁きに行っている。この 3人は村でなん

らの生産的・社会的機能を果たしていないもかかわら

ず，経営者によって無料で提供された家に住み，村内

のすぺての施設を利用しているのである。

3人のうち2人は，批民の子であるが， うち1人は

前 Dashtebanで村内でも社会的・経済的地位も高く

晶民を支配する地位にあった。しかし，経営者と紛争
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をおこし Dashtebanの地位を追われ，また，村内に

おけるいかなる生産活勁をも行ないえなくなり，やむ

なく低給の日屈い工場労拗者となった。

かれの楊合，当然村より追放されることが予想され

たのであるが，経営者はあえて村にとどまることをす

すめ，現在でも村より通勤している。このことは，一

種の経営者の恩恵と考えられるかもしれないが，実は

別の意味をもっている。すなわち，イランでは耕地面

積が大きいということと，人口が多いことが，村の価

値を決める大きな要索となっている。人口が多いとい

うことは，それだけで村の価値を高めることになるの

で，かりに一時的に不必要なものでも村にとどめてい

るほうが地主にとって得策なのである（この事実は，

村民を人格的に村に緊縛することを示すものではけっ

してない）。

名目的に独立経営体をなしている店舗所有者，工場労

拗者などは，実質的には問接に経営者の支配下にあり，

1962~63年における階崩の移動

1962 
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Custom Workerのみが完全な独立的・自主的地位を保

っている。一方ポネ労働者をはじめとする此業労鋤者階

屈不定期に農業生産に参加する失業者，村内の社会的

機能を果たすものなどは，すぺてその経済生活も完全に

経営者の支配下におかれ，なんらの自主的・独立性を保

つことはできなくなっている。かれらにとっての上昇の

機会は，本人の努力など自己の力によってではなく，経

営者に認められて Dashteban,Mobasherなどの特殊な

地位につくこと以外に，その機会は与えられていない。

share cropping別になっているとはいえ，各人の努力

による削収はけっして 1人の者のみに迎元されるのでは

なく，グループに迎元されるので，その点でも一つの旧

来の戦掌内において勤勉による経済力の上昇をはかるこ

となどはできない。

労慟者に対する労動の指揮，監督などは経営者によっ

てなされているが，支配のパイプラインを棉成している

のは，経営者ーMobasherの線である。 Mobasherほ村

内の経営者の支配下にあるすぺての構成分子に対し支配

所19i')慨狂

ijS,561 Rls. 

T3．鴻9：Iしls.

22.函

在．邸7

ca30.ooo 

21,GOO 

18，拗•I4．紐

16,200 

的地位にあり，かれらを指揮・監怪している。

この村では，経営者が地主であり，経営権は

Mobasherの手にないので，他の不在地主村

におけるほどその他位が高くはないが，かれ

が此民を実質的に支配する地位にあるので，

一般労慟者とは異質のものとされるぺきであ

ろう。すなわちこの村において上部構造とし

て，地主，経営者， Mobasherの3階岡が璽

岡的に考えられるのである。

これらの下に下部構造として労働者群が存

在するが，その中には，戦掌の爽任者的性格

を有している、Auyar（ポネ沢任者）， トラッ

ク運転手が頂上に，ついでボネ労働者など諸

戦掌に配屈されている労拗者が続いている。

（これら労励者間には，階隈怠識が存せず，

みな平等観をもっている）。

そして，つぎに， Chupan,Gavran,失業者

などが，社会の最下庖を形成している。

•この社会では異質分子たる Custom Wor-

ker,店舗所有者，工場労鋤者は，それぞれ

つぎのような地位を占めている。すなわち，

Custom Workerはすでに Mobasherもつと

めており，現在では数人の労働者を有する経

営者になっており，経済力においても，また

教育水辿（広い恋味での）の点でも他の農民

IOI 
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とは隔絶され， Mobasherと経営老との中間に位訟して

いるといえる。つぎの，店舗所有者は，経済力の点では

高位にあるが，村民の意識その他よりして Auyar以上

にはみられていない。工場労働者についても，農民の

value systemでは混業以外の工場労働などは非常に低

く評価されており，その上，かれらの所得も股業労働者

程度にすぎないので，農業労働者よりも低位にみられ，

最下聞の階翔の中に入れられている。

経堂者の支配下にある労紛者について，特殊なのは，

技術関係労勘者と Mollahであろう。すなわち前者の場

合，その所得は（トラック運転手などの例外を除き）け

っして高くないが，かれらが一般股民が修得しえない特

殊技術を身につけていることが，同じ労倣者群の中でも

かれらの社会的地位を為める要因となっている。また，

mol囮hも，経済力の点では労慟者階爵と変わるところな

いが，宗教が生活に密着している社会における宗教生活

の指蒔者として，甜い地位を与えられている。

つぎに村の自治についてであるが，これは，経営者に

ょうて握られている。たとえば，村内において起こった

紛争，その他の小さな犯罪はすぺて経営者によっーと調停

され，ごく特殊なケースのみについて笞察にその解決が

ゆだねられている。また，村と外部社会との公的接触は

すべて経営者の手を迎してなされている。村には法律に

よって作られた村議会 (AnjomaneDeh)があり，それ

が名目上，村の最高の決定機関となっているが，事実上

なんらの機能も果たしておらず，この機能も経営者によ

って果たされている。

むすび

ここの地主はなんら生産的役割を果たさず，完全に地

代よりの収入をうることのみに関心を有している。この

点，純粋な Rentner地主である。一方，地主の 1人で

もある借地経営者は，必要なすべての生産手段を提供し，

農作業の指揮・監督にまで関与している点企業者的とい

えよう。ただ企業者的といいながらも，近代的な企業者

意識でもって村の経営を行なっているのではなく，すな

わち，「経済を動かす先駆者」としてではなく，「取なる

業主」 1として，伝統的な古いふんいきの中で1日来とは異

なるやや新しい意識をもって経営を行なっているにすぎ

ない。村に住み村経営を本菜としているこの経営者は，

かれ自身農業者であり，批業生産の向上のためカギを握

っている。近年，新しい長業の展開に主羽的役割を果た

I02 

す「先駆者」的地主が出現しまた，それに追従する地主

が続出している。すなわち，横盛な企梁心とより尚度な

知識を有した地主が， IF.I来の伝統的な股業を品守してい

た多くの地主を立醗し，かれらをして新なる営利に目を

向けさせたのである。この村の経営者も，後者の例の一つ

の典型である。小麦・大麦・綿の栽培のみ，また耕牛の

使用という古い農耕に，銑菜頬・栽培・強慾， トラクタ

-•発砲装匠の荘入などを行ない，貶業投賓を活発に行

ない，生産を拡大させている。しかし，かれが Corgan

の腹業咬本家のごとくに急激な変動を創造しえなかった

のほ，土地その他の与件の差というよりは，主体自体の

企業心にその要因が求められるべきであろう。しかし，

かれが追従的態鹿をとりはじめたということは，今後tこ

おいても徐々の変動が期待されるものと思われる。

村（日本の場合は部落）は公共的色彩をもったところで

はなく，家屋などすべてが地主の私有物となっている。

すなわち，村は地主・または地主たちの私有物であり，

地主が生産活動を行なうために意談的に作ったものであ

る。そして，•これを甚盤として，地主（経営者）が村民

の上にすべての点で全能の力で臨んでいるのである。

一方臭民の方は，経営者に支配されながらも，封分的

に拘束されたり，移動の自由が束斜されたりはしておら

ず，また，地主に経済外的強制をしいられている事実も

ない。かれらはグループ作菜を行なう sharecropper的

労働者であり，職掌内において発展飛蹄を期待すること

はできないが，地主の支配下より脱し独立自主制をもつ

ことも可能であり，さらに村の機構の中で上昇する可能

性も与えられている。

新しく生じた変動に対する農民のリスボンスは，きわ

めて遅いのであるが，ただこの村の楊合，技術労佛者・

工場労拗者などの異質階庖の出現はそれらに新しい変化

を生み出す要因になるのではないか。すなわち，機械技

術者に対する村内における評価の上昇社会的地位の向上

などは，軍隊の訓練をうけて婦村した寄年に飾撃を与え

ようし，現在ば低い地（立にありながらも，工場労拗者が

今後経済的に上昇してゆけば（その可能性もある），晶民

の工場労磁者化ということも生まれてこよう。この点で，

上記2階囮は，村民の伝統的な ValueSystemを変える

という先駆者的役割を果たすのではなかろうかと思われ

る。

（アジア経済研究所調査研究部第5調査坐）


